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∂Zニ ー qk2α∂Z (甲:界面の易動度 )
から,緩和時間 TはT~1-k2印 で与えられる.逆に物質(あるいは熱 )の輸送過程が律速の



















































となる｡ここで Ipは卵 こ比例するある種の毛管長である｡この場合にも詳 しく調べると
T≪TR,Rf≪ p であればステップ間相互作用が無視できることがわかる｡
緩和機構によって形態変化の様子が全く異ることは興味深い｡実験は後者の例があるがf3)
定量的な測定はまだされていない｡
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